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。これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト縮減は見込め
ない。

・代誉案の可能
性はない。

。これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト縮滅は見込め
ない。

・代替案の可能
性Iよない。

一］］”］なし、。

。これまで可能
な限リコスト縮

・代替案の可能
性は無い。

・これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業棒
イしに大きく寄与
する新たなコス
ト縮減は見込め
ない。

・橋梁 3橋も完
成しており、代
替案の可能性は
無い。

コスト縮減
及び

代替案立案の
可能性の有無

『帥中蜘幹劇。韓の増̈中『弾帥沖【プラス要因】
・営農経費節減
効果、埋蔵文化
財調査に係る効
果の増等
【マイナス要

因】
・事業費の増
(埋蔵文化財調

査費等 )

。工期の延長
(埋蔵文化財調

査による涅征 )

］
”

増
弾

剛

・ 報 の増
中
呻

『
騨
］

中
Ｄ

分析基礎の
要因の変化

【プラス要因】
・整備延長の減
(外防波堤 (改

良)、 -25m物
揚場 (改良))
【マイナス要

因】
・整備延長の増
(西防波堤 (改

良)、 -3 0mB
岸壁 (改良)、

臨港道里吾)

・工期の延長
・資材価格高騰
・労務単価上昇
【その他要因】

・原単位の見直
し

現行

11

12

10

1.01.0

受用対効果分析

B/C
当初

1.2

1.9

11

・地元漁協より
早期完成の要望
を受けている。

・南島原市や南
島原土地改良
区、地フE受益者
から整備促進の

要望を受けてい
る。

・ 印lI欄町1
「川欄町基幹農
遭建設促進協議
会」から整備促
進の募望を受け
ている。

地元等
の意向

・地元漁協より
早期完成の要望
を受けている。

社会経済
情勢の変化

。周辺 5漁港を合併 し、
陸揚機能を新獅子漁港ヘ

集約した。
・登録漁船数はやや減少
付買向であるが、陸揚量は
安定している。

漁業者の高齢化により、
組合員数はやや減少傾向
にあるものの、漁船数及
び生産額は増加傾向にあ
る。

・南島原市内では諏訪地
区35ha(H24～ R2)、 空池原
地区62ha(H25～ R5)が整備
され、馬場地区30.3ha(Rl
～)、 螂 区
95 0ha(R2～ )の晨地が整
備中。受益地の農地が整
備され、より効率的な農
業が営まれている。

・■仙市総合計画
「生

―
の整備」

られている。

ェンジ&

れているj

2地区 (H24～ R3完

ェンジ&

3

る。

ヤ

町道整備状況
新谷三反間線 (R2～ R8〉

馬場線 (R2～ R8)

野回線 (R4～ R5)

上位計画への位置づけ、
関連事業の状況

・長崎県総合計画チェンジ&
チャレンジ2025基本戦略23
施策2「漁業所得の向上と持続
可能な生産体制の整備」に位置
付けられている。

'平前 未来u陛輻9盤
(第 2次平戸市総合計画 )

的 な水産業を確立す

ている。
る」
に位置づけられ

(億円〉

21

15,9

05

12.4

09

138

(億円)

10

30

①
刈

―
(― )

―
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916

75.9

道

"率
(%)

733

335

再評価の視点

事業進捗の状況及び見込み

(億円)

85

9,5

153

82.7

桧 舗
勢の変化等

⑪

事業採択後
10櫛

◎

鞭
5室手囁旧監過弘

◎

再評価の

理由※2

桧 肺
勢の変化等

⑪

123

28.4

62

16.7

80

108.9

(億円)

51

11.6

R7

Rll

完了

R4

R3

R3

H27

H27

H22

H22

工 期

若エ

上段 :当初Xl
下段 :変更

‖30

H30

区画整理 洋21 lha
畑かん  洋21 3ha

延長 L章 6,049m
幅員 L= 7.0(55)m

―
要

西防波堤 (改良)127m
外防波堤 (改良)442m
-30m泊地 500nl
-30m離 岸壁 80m
-30mB岸壁 (改良)120

25市物揚場 (改良)33

臨港道路 145m
用地 2,500ni

経
削
鵡
醐
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雲仙市

南島原
市

川欄町

平戸市

市

県

県

球
卦

市

京泊 (南串山)漁
港

見岳地区

,ti欄画部
地区

施設名

剤 購 犠 港

蜘
―

篤J佐

餃 備

球 調

鞠

韓

継 蝶

水利施設等保と高
度化事業 畑地帯
総合整備事業

漁浄
2

鳥攀

1

降警

2

理
器

漁浄
1
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絲

継続

継続

継続

嗣鑑
雑

R4

R5

H30

再評価の視点

コスト縮減
及び

代書案立案の
可能性の有無

・主たる残事業
は沢ヽ置・ヨ役ヨ的黎
務であり、コス
ト縮減および代
替案の可能性は
ない。

・これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト縮減は見込め
ない。

。これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト軒蒻引よ貝磯轡め
ない。

,これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト縮減は見込め
ない。

・これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト補減は見込め
ない。

効果分析

分析基礎の

要因の変化

【プラス要因】
・R7.2マニュア
ル改訂にともな
い、時間価値原
単位が増加
(32.5%増)す

るなど、原単位
に変更が生じ
た。

【プラス要因】
・貴用便益分析
マニュアルの改
定
Iマ イナス要

因】
・事業資の増
:工鋼の延長

【プラス要因】
・費用便益分析
マニュアルの改
定
【マイナス要

因】
・事業貴の増
・工期の延長

Iプラス要因】
・費用便益分析
マニュアルの改
訂
【マイナス里

因】
・事業資の増
・工剤の延長

【プラス要因】
・費用便益分析
マニュアルの改
定
【マイナス要

因】
・事業資の増
・工期の延長

【プラス要因】
・費用便益分析
マニュアルの改
定
【マイナス要

因】
・事業資の増
・工期の延長

B/C

現行

1.2

1.1

12

1.0

1.0

1_3

当初
※ 1

1.1

1.2

12

1.0

1.1

1.5

地元等
の意向

・速やかな換地
処分を求めてい
る。

飯香蒲地区より
整備促種の要望
が行われてい
る。

・「諫早市」
「国道207号改良
促進期成会同盟
会」から整備促
進の要望を受け
ている。

・佐世保市から
の整備促進の要
望を受けてい
る。

・新 卜▼〒島町か
ら望勤白健進の要
望を受けてい
る。

・新「 石島町か
ら整備促進の要
望を受けてい
る。

社会経済
情勢の変化

・地区内の都市計画道路
等の適路全てが完成 し
たも遭路整備と宅地造成
の進捗とともに、住宅等
の建築が進展し、住宅市
街地が形成されるととも
に、定住人口も増加して
いる。

・人件費・物価の上昇に
よる事業資の増額。

・事業化時と比較して社
会経済情勢などの大きな
変化 lま認められない。

・西九州譜蕗が全面開通
することで、当該地域ヘ

のアクセス向上や交流人
口の増大が見込まれる。

・事業化時と比較して社
会経済情勢などの大きな
変化は認められない。

・事業化時と比較 して社
会経済情勢などの大きな
変化は認められない。

上位計画への位置づけ
関連事業の状況

・長崎都市計画区域マスタTブ
ラン(R6.3)に おいて、「3)②
市街地整備の目標」として事業
心(位置づけられている。
・長与町都市計画マスタープラ
ン(R53改 訂)において、「市
街地整備の基本的な方針」に事
業が位置づけられている。

<國顕口弾業>
部市計鵡
成
部市計画道路
H21完 成

赤迫線 H14完

道 の即 謙

高田線 H25完部市計画道路
成

。長崎県総合計画チエンジ&
チャレンジ2025 3-2③ 『生
活に密着した道路の整備による
造路ネットワークの拡充」に色
置付けられている。

。長崎県総合計画チエンジ&
チャレンジ2025 3-2〒◎「生

るヽ。

ンジ&
チ ャ

るヽ。

。長崎県総合計画チエンジ&
チャレンジ2025 基本戦略
戦略3-2③「生活に密をした

道路の整備による・当蕗ネット
ワークの拡充」に位置付けられ
ている。

ェンジ&

事業進抄の状況汲ぴ見込み

(億円)

3.7

11.6

109

10.6

2.0

98

(億円)

4.2

0.2

05

0.4

04

⑬
刈

22(18)

86(77)

9901)

87(92)

増

"率
(%)

97.7

26.3

240

62.7

87.2

514

(億円)

329.8

4.2

36

18.5

15.7

108

再評価の
理由※2

再評価後変
更
⑩

再評価後変
更
⑩

事業採択後
5塗手葛旧E週馳

②

再評価後変
更
⑩

再評価後変
更
⑩

事業採択後
6～9鞠

⑤

事業計画

事業コ

(億円)

上段 :当初※1

下段 :変更

331.2

337.7

12

16

7.1

23.5

295

17

18

14

21

工 期

完 了

R12

R12

R14

R12

R8

R13

R3

R10

R7

R12

若エ

S60

S60

H26

H26

R3

H25

H25

R25

H25

H31

H31

―
要

施行画隠い■9 8ha

― 転 257戸
凱 整備 27 3ha
道路整備 18,205m

延長 L・1,101加

幅員 卜6.0(75)m

延長
幅員

L=800m
卜55(7.0)m

延長 と=2,200m
幅員 性6.0(975)m

延長 い1,210m
幅員 脂6.0(120)m

L弔80m廷長
幅貝 W=60075)m

長与町

長崎市

諌早市

佐世保
市

新 卜▼〒

島町

新 卜=
島町

轄
卦

町

県

県

県

県

県

施設名

高田南地区

主要地方道野母崎
宿線(飯香浦工区)

一般国道207号 (佐

瀬拡幅 I)

岳工区)

主要地方道有)II新

悔線 (授津工区)

=般国遭384号 (冑

方拡幅)

事業名

土地区口l避埋事業

遭路己
―

道P各轄

遭星含改
―

道路ゼ
ー

道路韓

鯉
鵠

1

1

道建
2

3

道建
4

道建
5
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姉
枡
傾
剰

継続

飾

継続

飾

継続

絲

加
補
戦

H30

H29

再評価の視点

コスト縮減
及び

代着案立案の
可能性の有無

・これまで可能
な限リコスト縮
滅を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト縮減は見込め
ない。

ス

。これまで可能
な限リコスト縮
滅を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
トれ雷

｀
溝は貝けむめ

ない。

・これまで可能
な限リコスト縮
滅を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト縮減は見込め
ない。

。これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
トれS戌 |よ貝瘍△め
ない。

・これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、

―
率

イЫこ大きく寄与
する新たなコス
ト縮減は見込め
ない。

分析基礎の

要因の変化

【プラス要因】
・費用便益分析
マニュアルの改
定
【マイナス要

因】
・事業資の増
・工期の延長

【プラス要因】
・費用便益分析
マニュアルの改
定
【マイナス要

因】
・事業資の増
・工期の延長

【プラス要因】
・費用便益分析
マニュアルの改
定
【マイナス要

因】
・事業資の増
・工期の延長

【プラス要因】
・費用便益分析
マニュアルの改
定

茜ァ
イナス要

・事業資の増
・工期の延長

【プラス要因】
・費用便益分析
マニュアルの改
定
【マイナス要

因】
・事業資の増
・工期の延長

【プラス要因】
・費用便益分析
マニュアルの改
定
【マイナス要

因】
・事業資の増
・工期の延長

現行

1.0

1.1

1.0

11

1.2

10

当初
※ 1

10

12

12

1.4

1.0

〕とフE等
の意向

,壱岐市から整
障促進の要望を
受けている。

・壱岐市から整
障促進の要望を
受けている。

・対馬市から整
障促進の要望を
受けている。

・対馬市から整
備促進の要望を
受けている。

・佐世保市から
整備促追の要望
を受けている。

・対馬市から整
備促進の要望を
受けている。

鱒
情勢の変化

・事業化時と比較して社
会経済情勢などの大きな
変化は認められない。

・事業化時と比較して社
会経済情勢などの大きな
変化は認められない。

・尾崎漁港からのマグロ
運搬路として重要な路線
であり、尾崎漁溶の整備
により漁獲高が増加して
いる。吹崎工区の整備に
より運搬時間短縮効果が
見込まれる。

・事業化時と比較して社
会経済情勢などの大きな
変化は認められない。

・事業化時と比較 して社
禽経済情勢などの大きな
変化は認められない。

・事業化時と比敲 して社
会経済情勢などの大きな
変化は認められない。

上位計画への位置づけ
関連事業の状況

・長崎県総合計画チエンジ&
チャレンジ2025 基本戦略
撃兌略32③「生活に密著した
遭路の整備による道踏ネツト
ワークの拡充」に位置付けられ
ている。

よ

・長崎県総合計画チエンジ&
チャレンジ2025 基本戦略
戦略3J ③「生活に密着した
理 合の整備による道路ネット
ワークの拡充」に位置付けられ
ている。

・長崎県総合計画チエンジ&
チャレンジ2025 基本戦略
戦略3-5-◎「生活に密著した
適路の整備による道踏ネツト
ワークの拡充」に位置付けられ
ている。

・長崎県総合計画チエンジ&
チャレンジ2025 -B各
戦略3-←③「生活に密者した
遭路の整備による道路ネツト
ワークの拡充」に位置付けられ
ている。

・長崎県総合計画チエンジ&
チャレンジ2025 基本戦略
戦略37-◎ 「生活に密若した

道路の整備による道路ネット
ワークの拡充」に位置付けらイl

ている。

事栞進抄の状況及び見込み

(億円)

6.0

10.8

19.7

7.6

82.3

55

(億円)

2.5

0.2

2.2

113

2.0

58

ω
准

9,(95)

88(87)

?9(40)

20(32)

100(100)

(男 )

74.2

40.5

64.1

550

17.4

79.5

(億円)

24.5

7.5

39.1

231

17.7

43.7

再評価の
理由Ж2

再評価後変
更
⑩

事業採択後
6～9第隆過

⑤

再評価後変
更
⑩

再評価後変
更
⑩

騨 慟 駅 後
5塗F覇電磁亜動

②

再評価を全変
更
⑩

疎 嗣

事業ヨ

と段 :当初※ 1

F段 :変更

10

18.5

61

75

102

55

工 期

R10

R15

R8

Rll

R12

R14

H27

H27

H30

H30

H26

H26

H24

H24

H27

H27

―
要

延長 L=2,300m
幅員 W・55(925)m

延長 L=3,000m
幅員 W=55(7.0)m

延長 L=2,220m
幅員 昨55(70)m

延長 L=2,600m
幅員 W・55(70)m

駿 屈::9イl&ぅ m

延長 卜1,900m
幅貝 昨55(70)m

壱岐市

壱岐市

対馬市

対馬市

佐世保
市

対馬市

県

県

県

県

県

県

施設名

報 県道渡良浦初
瀬糸裏 (}F触 工区)

一般県迪湯ノ本芦
辺線 (中野～芦辺
三区)

主要地方遭厳原里
酸美津島線 (吹崎
工区)

一般国遭382号
(樫滝拡幅 )

都市計画譜蕗

春日瀬戸越線

主要地方道厳原里
酸美津島線 (尾浦
～費神工区)

事業名

醗 韓

道路!皮
―

道路E皮
―

遭路改
―

道路ご
―

道路韓

理
器

6

7

8

9

道建
10

離
「
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男1記6(再評価)

姉
枡
傾
剰

継続

継続

継続

嗣
描
転

R4

コスト縮減
及び

中
可能性の有無

て

劣 析

分析基礎の
要因の変化

【プラス要因】
・単価の増加
と交通量の見直
し
【マイナス要
因】

【プラス要因】
・競合路線の見
直し
・費用便益分析
マニュアルの改
定
【マイナス要
因】

ス要

B/C

現行

1 6

1 3

1.2

当初

1.7

1.0

2. 5

地万等
の意向

・地7じ自推髪ミ
地域住民から整
備促進の要望を
受けている。

。毎年、式見地
区連合自治会定
例会において、
本路線の進捗状
況を説明してい
るが、地元から
は本踏線の早期
完成を強く喜望

されている。

。
広 域 限 道 確

続する町道の改
良事業について
地万要望

聯
情勢の変化

・市遭油木町西町線が開
通したなか、市遭虹が丘
町四口Jl号線の完成後に
おいては、交題 の増加
による更なる交通混雑が
予想される。

・あぐりの丘に新たな施
設「長崎歌謡館」がオー
プンじ、「ながさきの
歌」に関するレコー ドや
スラツプブツクなどを展
訴している。

・悪天候時でも室内で子
どもが遊ぶことができる
竪内逆磯施設として、令
和1年10月 28日 に「あぐり
ドーム」の名称で開館
し、令和6年4月 29日時点
で20万人の来場者数を記
蹂している。

申 変化につ
いて、大幅な変化はな
い 。

上位計画への位置づけ
旧
―

の状況

・長捕市第五次総合計画E6-1

取組方針1広ヤ静 守点道路網の整
備健進に位置付けられている。

・

―
路 の 鮪 期

市道油木町西町線(H22供 用
鵬 )

1市譜Ⅲが丘町西町1号線
(Rll供用予定)

・長備市第五次総合計画E7-1

取組方針1安全で快道な適路環
境の確保に位置付けられてい
る。

道路改良 (R7～ R10予定)

事業進捗の状況及び見込み

(億円)

4.8

6.0

2.4

(億円)

1.0

0.3

①
刈

73(60)

8705)

87(96)

追拶率

(%)

70.7

80.4

58.5

(億円)

12.7

28.6

3.8

再評価の
理由※ 2

再評価後
螂

◎

再評価後変
更
⑩

再評価後変
更
⑩

鞘 画

(田 )

上段 :当初※1

下段 :変更

29.6

35.6

4.1

6.5

工 剤

R12

R7

R12

R10

R10

H23

H23

H20

H20

‖25

H25

―
要

延長 L430m
願 W-12.0「

延長 L・2720m
限  性5.5～ 11.5m

延長 L粥 70m
橿員 卜6.0(75)m

鰤

長崎市

東′波杵
町

輯
卦

市

市

町

施設名

市道清水町白鳥町
1撮

"瞑

市道相川町四杖町
1号線ほか4線

町道大野原高原線
(法音寺工区)

韓

直阻
―

道冒乱
―

遭路己
―

鯉
鵠

1

2

3
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別記6(再評価 )

姉
紺
傾
痢

継続

継続

継続

綺

継続

網
掘
転

R3

再評f五の視点

コスト縮減
及び

脩 線 の
可能性の有無

。これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト縮減は見込め
ない。
・物揚場及び浮
桟橋の一部が若
手済み、市の埋
蛸 も若手し
ており、代青案
の職 はな
い 。

・これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト縮減は見込め
ない。

。これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト獅蒔謝まЯ旦むめ
ない

コ ス

貢用対効果分析

分析基礎の
要因の変化

【マイナス要
因】
・事業資の増
(労務・資材単

価上昇、設計見
直し、防風柵の
追加)

・工剤の延長
(設計見直し、

防凰冊追加によ
る延長)

【マイナス要
因】
・事業資の増
(労務・資材単

価上昇)

・エイBの延長
(工事内容変更

による延長 )

【プラス要因】
・施設復旧にか
かる被春回避便
益の増加
【マイナス要

因】
・事業資の増
(労務・資材単

価上昇、ヤード
調整)

・工期の延長
(冬季風浪の影

響)

【プラス要因】
・治韓
マニュアルの改
定
【マイナス要

因】
・ 事 業 資 増

・工期延長

【プラス要因】
・資産評価額の
増加
【マイナス要

因】
。事業費増

・工期延長

B/C

現 行

1.2

1.1

1.2

2.3

1.5

当初
※ 1

1.7

1.3

12

1.7

1.8

JとフE等
の意向

・厳原町漁協よ
り早期完成の要
望を受けてい
る。

・「壱岐市」
「勝本浦部地区
活性化協議会」
から整備促進の
要望を受けてい
る。

・長崎市及び定
期航里吾

―
よ

り事業促進の要
望を受けてい
る。

甫島原市及び地
元住民より整備
促進の要望が行
なわれている。

島原市及び地元
住民より整備促
進の要望が行な
われている。

社会経済
情勢の変化

・特になし

・辰の島遊覧船の観光客
数について、令和 5年は
コロナ禍前の客数に戻つ
ており、今後さらなる増
加が見込まれている。

・近隣の高島と端島 (軍
監島)の炭坑が世界文化
遺産の構成資産となった
ことで、池島の炭鉱体験
を1者 目され、体験ツアー

参加者の増加が見込まれ
る。

変化なし

変化なし

上位計画への位置づけ
関連事業の状況

長崎県総合計画チェンジ&

J

ンジ&

に向けた浜の環境整備」に位置
付けられている。

・目崎県総合計画チェンジ&
チヤレンジ2025
基本戦略33⑤「防災・減災
対策のための国土強靭化の推
進」に位置付けられている。

ンジ&

― こψの潮 及び見込み

(億円)

5。 3

6.2

20.8

12.1

139

(億円)

2.5

5.4

4.0

0.2

05

①
逢

84(40)

66(65)

遣
"率
(%)

42.2

42.0

42.3

52.7

314

(億円)

5.7

8.4

18.2

13.7

66

再評価の
理由※2

事業採択後
1『軒引催監瀬邑

③

再評価後変
更
⑩

再評価後変
更
⑩

騨
5年斜 島

◎

再評価後変
更
⑩

蜘

(億円)

上段 :当初※ 1

下段 :交受

135

158

20

23

43

22

26

17

工 則

死 了

R10

R12

R14

R12

R18

R13

者エ

H28

H28

Rl

RI

H24

H24

S53

H4

―
要

防波堤 L=130m
物揚場(■ .lれ )N=10式

物揚場(-3.Om)(A)L=132m
物揚場←3.Om)(B)L幸 89m
浮桟橋     N=1基
道路 (改良)   L=250m

オヒ防波堤 L=60m
南防波堤(改良) L=100m

改修貫Ett L=900m
河道拡幅、護岸整備、橋梁
攀

L=1,200m
河床掘削、護岸整備、堰
落 差 工 改 築 、  橋 梁 架 替 等

対馬市

壱岐市

長崎市

南島原
市

島原市

球
鉢

県

県

県

県

県

施設名

厳原港

勝本港

池島港

須
'IW‖

滋 サH

事業名

紳 騨

納 文修事業

港
｀
湾ご皮修事業

総合流域防災事業

総合流域防災事業

理
器

港湾
1

港湾
2

泌 ―

3

1

河,Iト

2
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別記6(再評価)

姉
枡
傾
剰

継続

飾

絡続

絲

継続

網
描
戦

R2

R2

再評価の視点

コスト縮減
及び

時 の
可能性の有無

。これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業克J率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト縮減は見込め
ない。

。これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト構激Iよ見込め
ない

・これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、騨
化に大きく寄与
する新たなコス
ト痢戯戌は貝壊Hめ
ない。

コ ス

ス

効果分析

分析基礎の
要因の変化

【プラス要因】
・治水経済調査
マニュアルの改
定
【マイナス要

因】
・ 事 業 資 増

・工期延長

【プラス要因】
・治水経済調査
マニュアルの改
定
【マイナス要

因】
・ 事 業 資 増

・工期延長

【プラス要因】
・治水経済調査
マニュアルの改
定
【マイナス要

因】
・事増資増
・工期廷長

【プラス要因】
・治水経′済調査
マニュアルの改
定
【マイナス要

因】
・ 事 業 資 増

・工期延長

【プラス要因】

ナス要

B/C

現行

2.6

8.1

3.2

4:8

170

当初

3.4

9.5

1.6

3.1

26 6

地7E等
の意向

・「佐世保市」
「早岐lII報促
進期成会」から
整備促進の要望
を受けている。

・五島市より早
期完成が望まれ
ている。

地元住民や対馬
市から早期完成
が望まれてい
る。

・決水氾濫枚害
に対する安全確
保のための改修
球 の靭
が望まれてい
る。

・地元より早期
完成を求められ
ている。

鱒
情勢の変化

変化なし

変化なし

変化なし

・変化なし

・変化なし

上位計画への位置づけ、
中 期

ンジ

る。

ンジ&

の改修を行う。」と位置付けさ
れている。
関連事業 :特になし

・長崎県総合計画チエンジ&
チャレンジ2025
3-3-3「災春に強く、命を守る
強靭な地域づくり」に位置付け
られている。

「

栗週″の状況及び見込み

(鯛 )

65.9

6.1

42.7

2.1

2.1

(鯛 )

17

0.2

2.6

0.3

①
逢

,4(49)

I00(100〉

52(56)

,90,)

iat(loo)

建1"率

(X)

39.6

70.3

57.8

93.1

507

(億円)

44.4

14.9

62.1

29.8

2.5

再評価の
理由※2

韓
5室F朝旧E亜雖

◎

再評価後
5塗丁雪旧磁逝邑

①

再評価を全
螂

◎

再評価後
蜘

③

事業採択後
1嘲

③

事業計画

(億円)

上段 :当初Xl
下段 :変更

90

112

15.2

21.2

83.6

107.4

31.6

32

2.5

4.9

工 剤

完了

R15

R18

R12

R18

R23

R12

R3

Rll

若エ

H26

H26

H14

H14

S59

S59

S56

‖28

H28

―
要

改修延長L=1,841焔

新lli開削、河道拡幅、河床
掘削、禁堤、橋梁架替等

改修延長 L=1,080m
河道拡幅、築堤、護岸整
備、

― 管等

改停延長 卜5,750m
支lil中山川 と=1,100m
河勘 臨 、漸 簡 削、護岸
誅 ―

替等

改修延長 L=2,53肺
那 閣 削、護岸、橋梁

砂防えん
'是

1墓
湾 船 詮 工 1式

佐世保
市

五島市

対馬市

長崎市

謀早市

球
鉢

県

県

県

県

施設名

醐 :I

後の川

臓 III

江コ11,II

西泊川 (イ )

砂
―

事業名

広域測 H」皮修事業

総合流域防災事業

俗合流域防災事業

部市鞠 II改修
蝶

火山砂防事業

整理
器

・潮
３

測 ‖
―

4

測 H―

5

6

砂防―
1
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別記6(再評価)

姉
対
傾
剰

継 続

継続

絲

継続

棚
縮
転

R2

R3

再評価の視点

コスト縮減
及び

時 の
可能性の有無

・これまで可能
な限リコスト縮
減を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト縮減は見込め
ない。
・代誉案の可能
性は無い。

・これまで可能
な限リコスト縮
滅を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト縮減は見込め
ない。
・代替案の可能
性は無い。

・これまで可能
な限リコス ト縮
減を図つてきて
おり、事業効率
化に大きく寄与
する新たなコス
ト縮減は見込め
ない。
・代替案の可能
性は無し覧

コ ス

ス

費用対効果分析

分析基礎の
要因の変化

【プラス要因】
・費用便益分析
マニュアルの改
訂によるもの
【マイナス要

因】
・事業資の増
(対策工の追

加)

・工期の延長
(対策工の追

カロ)

【プラス要因】
・費用便益分析
マニュアルの改
訂によるもの
【マイナス要

因】
・事業資の増
(労務単価等の

増)

・工期の延長
(土工施工条件

対応による延
長、市道の復旧
方針検討 )

【その他要因】
・特になし

【プラス要因】
・保全対象人家
増
【マイナス要

因】
・事業費、工期
増
【その他要因】

・マニュアル改
定により間接被
害額の便益が増
加

【プラス要因】

【マイナス要
因】
・事業資の増
(対諄頑顧 ・労
務費等の増)

・工期の延長
(用地解決の遅
延・施エヤー ド
の調整)

【その他要因】
・ マニュアル改
定

B/C

現 行

53

88

61

109

当初
深 1

6 6

7.1

48

5.6

地元等
の意向

・地元より早期
完成を求められ
ている。

・地元より早期
完成を求められ
ている。

・ 地元より早期
完成を求められ
ている。

・地元より早期
完成を求められ
ている。

社会経済
情勢の変化

・ 変化な し

・変化なし

変化なし

変化なし

上位計画への位置づけ、
関連事業の状況

・長崎県総合計画チエンジ&
チャレンジ2025
3-3-3「災書に強く、命を守る
強靭な地域づくり」に位置付け
られている。

。長崎県総合計画チ
チヤレンジ2025
3-3-3「災害に強く、
強靭な地域づくり」
られている。

エンジ&

命を守る
に位日H寸け

・ヨ崎県総合計画チ
チャレンジ2025
333「災害に強く、
強靭な地域づくり」
られている。

エンジ&

命を守る
にtrEホ Jサ

エンジ&

」

ている。

事業進捗の状況及び見込み

(億円)

49

53

7.9

3.4

(億円)

03

09

0.2

0.1

①
刈

i00(lm)

0(100)

00

連″率

(%)

58.9

654

55.0

52

(億円)

7_4

118

9.9

02

再評価の
理由※ 2

再評価後
5年経過

◎

事業採択後
5塗手輯日目亜邑

〇

事業採択後
6～9争怪通

⑤

事業採択後
10鞠

③

事業計画

事業資

(は同)

上段 :当初※ 1

下臓 :変更

126

15

18

2.7

18

12

3.7

工 期

完 了

R13

R12

R6

Rll

R3

R13

者 エ

H23

H23

H38

H29

H28

坤
`既

要

抑制工 1式、抑止工 1式

抑制工 1式、抑止工 1式

工事長 L=238m
法面工 鮮13,000nf
土砂捕捉工 L=167m

工事長  L・ 160m
法面工 A=2,500nl

佐世保
市

佐世保
市

長崎市

佐世保
市

球
鉢

県

県

県

県

緩 名

妨ノ上地区
地すべり防

―

枚の地地区
地すべり防―

大国(4)地 区急傾
争斗地崩壊防止施設

折橋(11)地区急傾
餅地崩壊防止施設

事業名

地すべり婢

地すべり対癬

まちづくり連携砂
防等事業 (急傾
斜)

急い
事業

理
器

2

P少防―

3

砂防―
4

砂防―
5
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